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０　はじめに

　アイルランドで使われている英語には、アイルランドの母語であるアイルランド語
を基層構造とし、ブリテン島からもたらされた英語の構造に影響を与えた構文がある
ことが報告されている。
　本稿ではまず、アイルランド語とアイルランド英語における受動構文(Passive 

Construction)の統語的特徴について考察を行う。次に、アイルランド語話者がアイ
ルランド英語の受動構文を生成するために必要な言語知識及び生成のしくみについて
考察を行う。

１　アイルランド語の受動構文

　先行研究において、標準英語とは異なる特徴を示すアイルランド英語の分布および
内部構造について主に考察が行われてきている。本稿は、これまでほとんど考察の対
象とされていないアイルランド英語の受動構文について考察を行うものである。
　アイルランド語の受動構文はアイルランド英語および標準英語とは異なる統語構造
をもっている。アイルランド語の受動構文について分析を行っている先行研究は多く
はないが、その中で Hickey(2007)は以下の例を用いて分析を行っている。

　　　⑴　a. Tá an obair déanta.

　　　　　　［is the work done-PP］
　　　　　　ʻThe work has been done.’
　　　　　b. Tá an obair déanta agam.

　　　　　　［is the work done-PP at-me］
　　　　　　ʻThe work has been done by me.’
　　　　　c. Tá an obair déanta acu.
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　　　　　　［is the work done at-them］
　　　　　　HE: ʻThey have the work done.’
　　　　　　StE: ʻThey have finished the work.’

　　　　　　(HE = Hiberno-English、StE = standard English)

　これらの例において、アイルランド語の agamと acuはそれぞれ agの前置詞的代
名詞の一人称単数形、三人称複数形であり、標準英語の at meと at themに対応する
と分析されている。
　Hickey(2007)が、(１b)はアイルランド英語における「目的語と過去分詞を伴う
結果完了」(resultative perfective with O + PP word order)(１c)と同じ構造をもち、受
動文の解釈は適切な文脈で得られると述べていることは注目に値する。これは、一
つの構文(１b)が文脈により二つの意味をもつことになるからである。本稿におい
て(１a)を be受動構文(be passive)、(１b)を have受動構文(have passive)と呼ぶこ
とにする。Hickey(2007)において分析されている resultative perfective with O + PP 

word orderは、Filppula(1999)で分析されている「目的語中間完了」(ʻmedial-object’ 
perfect(MOP))に対応し、同じ特徴をもっているといえるので(１c)をMOPと呼ぶ
ことにする。
　Hickey(2007)は resultative perfective with O + PP word orderについて以下の特徴を
挙げている。

　　　possible convergence, primarily transfer from Irish

　　　grammatical features of both northern and southern Irish English

　(１a)と(１b)の形式的相違点は agamの有無のみであるが、両者にはアイルランド
語話者がもつ状況認識が反映されていることがわかる。ある特定の状況において動詞
により遂行される行為を引き起こすものとその行為の影響を被るものが関与する場
合、話者がどのような状況を認識し、そこでどのような要素を言語化するかにより使
用される表現形式(統語構造)が決定される。行為の影響を被るものとして「主題
／対象」(theme)のみが認識される場合は表現形式 (１a)が選択される。一方、theme 

の認識に加え、行為を引き起こすものとして「動作主／行為者」(agent)も認識され
る場合は表現形式 (１c)が選択される。
　(１b)と (１c)は、agentの意味役割をもつ前置詞句をともにもっている。しかしな
がら、アイルランド語に対応するアイルランド英語および標準英語の主語に違いがみ
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られる。(１b)では行為の影響を被るものとして themeの意味役割をもつ the workに
視点が置かれ、主語として機能している。一方、(１c)では agentの意味役割をもつ
theyに視点が置かれ、主語として機能している。これは興味深い相違点である。前置
詞句内の代名詞が単数 meであるか複数 themであるかの違いがあるが、これは問題
とはならない。
　意味役割とは、名詞句や前置詞句が１つの文の中で動詞に対して果たしている意味
的な役割である。本分析で用いる意味役割は以下のとおりである。

　　　意味役割
　　　動作主／行為者(Agent)：行為を引き起こすもの
　　　主題／対象(Theme)：ある行為の影響を被るもの
　　　場所(Locative)：状態が成り立つ場所

　また、Pietsch(2010)は受動文の例として以下を提示している。

　　　⑵　a. Tá bád agam.

　　　　　　［is boat at.me］
　　　　　　ʻI have a boat.’
　　　　　b. Tá an bád diolta.

　　　　　　［is the boat sold］
　　　　　　ʻThe boat is sold.’
　　　　　c. Tá an bád diolta agam.

　　　　　　［is the boat sold at.me］
　　　　　　ʻI have sold the boat.’

Pietsch(2010)は(２a)を locative possessive construction、(２b)を statal passive construction、
(２c)を passival perfect constructionと分類している。

２　受動構文の統語構造

　第１節での分析に基づきアイルランド語において「受動」の機能をもつ構文につい
て考察する。アイルランド語話者がアイルランド英語および標準英語を習得する際に
は、両言語の相違点に注意し、それぞれの言語についての知識を意識する必要があ
る。
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　まず、基本語順についての知識を比較する。アイルランド語は「動詞＋主語＋目的
語(V S O)」の語順をとる言語であり、アイルランド英語および標準英語は「主語＋
動詞＋目的語(S V O)」の語順をとる言語である。

　　　⑶　Irish:  V S O

　　　　　HE, StE: S V O

　次に、受動構文についての知識を比較する。アイルランド語の受動構文は基本の V 

S O語順に変更を加えず、tá(= is)の追加と動詞の過去分詞形を用いて生成される。
一方、標準英語の受動構文は対応する能動構文の主語と目的語の構造的位置を変換
し、追加の be動詞と動詞の過去分詞形を用いると同時に、任意の操作として前置詞
byとこれに後続する名詞句により agentを付加することにより生成される。
　アイルランド語の (１a)、(１b)および (１c)を再掲する。

　　　(１a)　Tá an obair déanta.

　　　　　　［is the work done-PP］
　　　　　　ʻThe work has been done.’
　　　(１b)　Tá an obair déanta agam.

　　　　　　［is the work done-PP］
　　　　　　ʻThe work has been done by me.’
　　　(１c)　Tá an obair déanta acu.

　　　　　　［is the work done at-them］
　　　　　　IE: ʻThey have the work done.’
　　　　　　StE: ʻThey have finished the work.’

それぞれに対応する構造及び意味役割は (４a)、(４b)および (４c)である。

　　　(４a)　Irish: tá－ NP<theme>－ V-p.p.

　　　　　　NP<theme>－ HAVE been V-pp.

　　　(４b)　Irish: tá－ NP<theme>－ V-p.p.－ ag NP<location>

　　　　　　NP<theme>－ HAVE been V-pp.－ by NP<agent>

　　　(４c)　Irish: tá－ NP<theme>－ V-p.p.－ ag NP<location>

　　　　　　HE: NP<agent>－ HAVE－ NP<theme>－ V-pp.

　　　　　　StE: NP<agent>－ HAVE－ V-p.p.－ NP<theme>
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２．１

　アイルランド語話者がアイルランド英語および標準英語を用いて be passive(４a)、
have passive(４b)、および関連するMOP(４c)を生成する過程でそれぞれの言語のどの
ような知識を用いるのかについて検討する。
　アイルランド語の受動構文に対応するアイルランド英語および標準英語の１つ目の
パターンとして be passive(１a)について考察する。アイルランド語話者がアイルラン
ド語における受動文の統語構造には変更を加えず、表層の単語レベルで標準英語の単
語に置き換えた場合、⑸の連鎖が生成される。

　　　⑸　HE, StE: *is the work<theme> done

⑸の非文法性は、は「定形文において明示的主語が動詞に先行する位置に生じるこ
とが必要である」という拡大投射理論に反しているからである。
　The work<theme>は、受動相に用いられる be動詞と共起する過去分詞形が格情報を
付与する能力をもたないために、この構造位置にと留まるかぎり、「音声形式をもつ
名詞句は格に関する情報をもつ必要がある」という格フィルターに反しているからで
ある。
　この２つの必要条件を充たす構造を生成するために、文中の名詞句の内、主語に近
い要素動詞 the work<them>が isに先行する位置に移動し、その構造的位置において
「主格」をもつことになる。

　　　⑹　HE, StE: the work<theme> is done

　この表現が用いられる文脈を反映して、現在時制に完了相が付加されて⑺が生成
される。

　　　⑺　HE, StE: The work<theme> has been done.

　要約すると、アイルランド語の構文に対応するアイルランド英語および標準英語の
構文を生成するために次の２つの操作が必要となる。

　　　⑻　i. 格情報をもたない NP<theme>を主語位置に移動させる。
　　　　　ii. 文脈により現在時制に完了相を付加する。
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２．２

　アイルランド語の受動構文に対応するアイルランド英語および標準英語の２つ目の
パターンとして have passive(１b)について考察する。アイルランド語話者がアイル
ランド語における受動文の統語構造には変更を加えず、表層の単語レベルで標準英語
の単語に置き換えた場合、⑼の連鎖が生成される。生成過程での非文法性の説明は
１つ目のパターンと大部分同じ理由による。

　　　⑼　HE, StE: *is the work<theme> done at me<location>

⑼の非文法性は、「定形文において明示的主語が動詞に先行する位置に生じることが
必要である」という拡大投射理論に反しているからである。
　The work<theme>は、受動相に用いられる be動詞と共起する過去分詞形が格情報を
付与する能力をもたないために、この構造位置にと留まるかぎり、「音声形式をもつ
名詞句は格に関する情報をもつ必要がある」という格フィルターに反しているからで
ある。
　この２つの必要条件を充たす構造を生成するために、文中の名詞句の内、主語に近
い要素動詞 the work<them>が isに先行する位置に移動し、その構造的位置において
「主格」をもつことになる。

　　　⑽　HE, StE: *the work<theme> is done at me<locatin>

　定形文の主語の位置が明示的名詞句により占められているにもかかわらず、⑽は
非文法的連鎖のままである。この非文法性は、標準英語の受動文において agentは by

とこれに後続し、agentの意味役割をもつ名詞句により表現される必要があるためで
ある。
　この必要性を充たすために、この連鎖に現れる at me<location>を by me<agent>に
変換する操作が行われる。

　　　⑾　HE, StE: the work<theme> is done by me<agent>

　この表現が用いられる文脈を反映して、現在時制に完了相が付加されて⑿が生成
される。

　　　⑿　HE, StE: The work<theme> has been done by me<agent>.
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　要約すると、アイルランド語の構文に対応するアイルランド英語および標準英語の
構文を生成するために次の３つの操作が必要となる。

　　　⒀　i.   格情報をもたない NP<theme>を主語位置に移動させる。
　　　　　ii.  at + NP<location>から by + NP<agent>へ意味役割を変換する。
　　　　　iii. 文脈により現在時制に完了相を付加する。

２．３

　アイルランド語の受動構文に関連する構文MOPについて考察する。アイルランド
語話者がアイルランド語における受動文の統語構造には変更を加えず、単語レベルで
標準英語の単語に置き換えた場合⒁の連鎖が生成される。生成過程での非文法性の
説明は1つ目のパターンと大部分同じ理由による。

　　　⒁　HE, StE: *is the work<theme> done at me<location>

　標準英語の能動文を生成するためには受動相を示す助動詞 BEを完了相を示す助動
詞 HAVEに変換する必要がある。

　　　⒂　HE, StE: *have the work<theme> done at me<location>

⒂の非文法性は、「定形文において明示的主語が動詞に先行する位置に生じることが
必要である」という拡大投射理論に反しているからである。
　完了相に用いられる have動詞と共起する過去分詞形が格情報を付与する能力をも
ち、the work<theme>に目的格(対格とも呼ばれる)を付与するため、the workはこの
構造位置に留まることが可能である。
　拡大投射理論の必要条件を充たす構造を生成するためには、その位置に留まること
ができる要素 the work<them>以外の名詞句により主語を明示する必要がある。ここ
では前置詞句の目的語 meがその候補となる。前置詞がもつ意味役割は、その前置詞
が支配する目的語名詞句に浸透すると仮定されている。この仮定によれば、目的語代
名詞 meは前置詞 atから浸透している意味役割 locationをもっていると仮定できる。

　　　⒃　HE, StE: *me<location> have the work<theme> done

⒃の非文法性は、標準英語において主語は主格をもつ名詞句により表現される必要
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があるためである。この必要性を充たすために、この連鎖に現れる me<location>を
I<location>に変換する操作が行われる。

　　　⒄　HE, StE: *I<location> have the work<theme> done

⒄の非文法性はこの文において主語がもつべき意味役割が agentではなく locationで
あることによる。主語の意味役割を適切な agentに変換したものが⒅である。

　　　⒅　HE: I<agent> have the work<theme> done

　　　　　StE: *I<agent> have the work<theme> done

　さらに、⒅に対応する適格な標準英語を生成するため、統語構造の変換、すなわ
ち「目的語＋動詞」の語順を「動詞＋目的語」に変換する必要がある。

　　　⒆　StE: I<agent> have done the work<theme>.

　要約すると、アイルランド語の構文に対応するアイルランド英語の構文を生成する
ために次の３つの操作が必要となる。

　　　⒇　i.  受動相から完了相に相の変換を行う。具体的には助動詞を BEから
HAVEに変更する。

　　　　　ii.  locationの意味役割をもつ前置詞 atの目的語を主語位置に移動させる。
　　　　　iii. 主語名詞句を主格に変換する。
　　　　　iv. 主語の意味役割を locationから agentに変換する。

　さらに、対応する標準英語の構文を生成するために次の操作が追加で必要となる。

　　　⒇　v. 「動詞＋目的語」の語順に変換する。

３　アイルランド英語の完了構文

３．１

　アイルランド英語の完了相をもつ構文が果たす機能は、アイルランド英語において
複数の異なる統語構造によって表現される。
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　Filppula(1999)は、以下の下位区分を提案している。

　　　㉑
　　　(a)　the ʻindefinite anterior’ perfect (IAP)
　　　　　　 e.g. Were you ever in Kenmare?

　　　　　　　　 ʻHave you ever been ... ?’
　　　(b)　the after perfect (AFP)
　　　　　　 e.g. You’re after ruinin’ me.

　　　　　　　　 ʻYou have just ruined me.’
　　　(c)　the ʻmedial-object’ perfect (MOP)
　　　　　　 e.g. I have it forgot.

　　　　　　　　 ʻI have forgotten it.’
　　　(d)　the be perfect (BEP)
　　　　　　 e.g. All the tourists are gone back now.

　　　(e)　the ʻextended-now’ perfect (ENP)
　　　　　　 e.g. I’m not in this {caravan} long.

　　　　　　　　 ʻI haven’t been ...’
　　　(f)　the ʻstandard’ have perfect

　　　　　　 e.g. And we haven’t seen one for years round here.

　前節で考察を行った「目的語＋動詞」の連鎖をもつMOPを再掲する。

　　　⒅　HE: I<agent> have the work<theme> done.

　ここで、MOPの主語 Iが担う意味役割について検討する必要がある。アイルラン
ド語話者は I have the work done.の文における主語にどのような意味役割を認めてい
るのであろうか？ここでは２つの可能性を示唆するにとどめる。
　最初は、主語 Iの意味役割を locationのままで述部が表す状況を認識している可能
性である。この場合、主語 Iという心理的空間の場所において何が起きているかが認
識される(22a)。
　次は、主語 Iの意味役割を locationから agentに変換している可能性である。この
場合、主語 Iが agentとなり何を行うかが認識される(22b)。

　　　㉒　MOP
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　　　a. NP<location>－ have－ NP<theme>－ V-p.p.

　　　b. NP<agent>－ have－ NP<theme>－ V-p.p.

両者の相違点は、表層構造における主語が担う意味役割が異なる点である。(22a)の
主語は locationの意味役割をもち、(22b)の主語は agentの意味役割をもっている。

３．２

　Filppula(1999)はその分析の中で、MOPと表層構造(語順)は同じであるが異
なった意味をもつ構文(23－25)を示し、両者を区別する必要があると述べている。

　　　㉓　He had it done.  Visser (1963-73: 2190)
　　　　　ʻHe got (caused) it (to be) done by someone else.’

㉓ は使役の読みをもち、Visser(1963)は indirect consecution、そして Harris(1984)
は indirect passiveと呼んでいる。

　　　㉔　The pilot had a leg broken.  Kirchner (1952: 396)
　　　㉕　The neutrals have their ships destroyed.  Kirchner (1952: 396)

(24, 25)の構文を Kirchnerは have-passive、0. Curmeは passive of experience、そして V. 

Mathesiusは possessive passiveと呼んでいる。
　Filppula(1999)はMOPと(23－25)との構造的相違点を以下のように述べている。
アイルランド英語のMOPは表層主語(１番目の主語)と動詞句が示す動作を行う
主語(２番めの主語)は同一指示である。一方、(６－８)の表層主語は(ほとんどの
場合明示されない)２番目の主語とは同一指示ではない。この分析から、(23－25)と
MOPは表層構造(語順)が同じであるが、MOPとは異なる機能をもっているといえ
る。
　本稿では、(23－25)の主語が担う意味役割は agentではなく locationであると提案す
る。㉓においては、heという心理的空間の場所において it (to) be done by someone 

elseが起きたと認識できる。使役の意味はないが㉔において、the pilotという心理的
空間の場所において a leg (to) be brokenが起きたと認識できる。㉕についても同様
の分析を行うことができる１)。
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４．受動文について（続き）

　第２節においてアイルランドの受動文に使われる ag + NPについて分析を行った。
まずはこの agについて以下補足する。
　ミホール・オシール(2006)『アイルランド語文法：コシュ・アーリゲ方言』によ
ると、agの基本的な意味は「～に(場所)」であり、㉖は「カーチが門のところに
いる。」という意味をもっていると説明されている。

　　　㉖　Tá Cáit ag an ngeata.

　そして、この agに「人」を表す表現が付加されると、「もっている」を意味する
が、「資質をもっている」、つまり「能力をもっている」から「できる」、「知識をもっ
ている」などの意味に拡張されることができると説明されている。
　この補足により、ag + NPの名詞句が「人」を表す表現である場合、基本的な「物
理的空間の」場所に加え、派生的に「心理的空間の」場所の意味(役割)をもつこと
ができるといえる。
　アイルランド語話者がアイルランド英語の受動文を生成する際に、この ag + NP

(人)を by + NP(人)に変換することは第２節ですでに述べている。本節では、ag + 

NPと by + NPの２つの中間的構造、すなわち、at + NPが受動文に現れる可能性につ
いて考察する。
　アイルランド英語で書かれた文学作品等のコーパスにおいて at + NP をもつ受動文
のデータは以下のとおりである。

　　　㉗
　　　a. “I am rejoiced at your coming, O my good friend Fergus,” said Cuchulain.

　　　　　　(A.H. Leahy (undated) Heroic Romances of Ireland)
　　　b. When many, full of love and gratitude to the teacher of salvation, their spiritual 

father, freely offered him gifts, and pious women offered their ornaments, Patrick, 

although the donors were at first offended at it, in order to avoid all evil report, 

declined everything.

　　　　　　(Anonymous (1851) The Annual Monitor for 1851)
 c. Here certainly was another of those measures which without any crime in the  

people of Ireland was levelled at one of their most valuable privileges.

　　　　　　(Anonymous (undated) The Causes of the Rebellion in Ireland Disclosed)
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　　　d. Art, and Fionn the son of Uail, and the princes of the land were outraged at the idea 

that one who had been placed under their protection should be hurt by any hand.

　　　　　　(James Stephens (1920) Irish Fairy Tales)
　　　e. The generals of the Danes were beaten at it, and they were vexed; and Cennedigh 

was killed on a hill near Fermoy.

　　　　　　(Lady I. A. Gregory (undated) The Kiltartan History Book)
　　　f. Now his bondmen and vassals were grieved at this, for they feared the cruelty of the 

wicked sheriff; they therefore sent messengers to Gamelyn to tell him the ill news, and 

deprecate his wrath.

　　　　　　(M. I. Ebbutt (1910) Hero-Myths & Legends of the British Race)
　　　g. We confess we are a little shocked at the want of refinement in those who are 

shocked at the want of refinement in Hamlet.

　　　　　　(The Best of the World’s Classics, Vol. V--Great Britain and Ireland III (Various 

Authors (1909)))
　　　h. The words Christum adveneror are omitted at the desire of the late bishop Atterbury, 

who thought them not strong enough in regard to Christ; under the whole are the 

following words,...

　　　　　　(Theophilus Cibber (1753) The Lives of the Poets of Great Britain and Ireland, 

Vol. III)
　　　i. But they were vexed at that, and took away the power, so that he never knew 

anything again, no more than another.

　　　　　　(William Butler Yeats (undated) The Collected Works in Verse and Prose of 

William Butler Yeats, Vol. 1)
　　　j. And he was frighted at her.

　　　　　　(Sir John Collings Squire (ed.) (1921) Selections from Modern Poets)

　受動構文において agentの意味役割を担う前置詞句はその主要部に前置詞の byを
もつのが無標である。しかしながら前置詞が byではなく atのデータも少ないながら
存在する。㉗において主要部 atとその補部から成る前置詞句がもつ意味役割は、無
標である主要部 byとその補部から成る前置詞句がもつのと同じ agentという意味役
割をもっていると仮定する。
　このように仮定することにより、第２節で提案した意味役割の変換(locationから
agent)の妥当性、および第３節で提案した主語がもつ意味役割の選択についての妥
当性も支持することができる。
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　最後に、以下は Oxford Dictionariesを検索した結果得られたデータである。受動構
文に agentの意味役割をもつ前置詞が byではなく atをとるデータが本節でのアイル
ランド英語にのみに観察される現象であるのか、それとも広く標準英語にも観察され
る現象であるかはさらに検証が必要である。

　　　㉘
　　　a. be offended by

　　　ʻI tried to pretend I wasn’t offended by his remark.’
　　　ʻ“She got really offended by the suggestion,” Colleen said.’
　　　b. be outraged at / by

　　　ʻMany people are outraged at the amount of rubbish dumped on the road recently.’
　　　ʻAround 30 members of the public attended the meeting and were outraged at the 

decision.’
　　　ʻI was shocked that so many people were so outraged by the decision.’
　　　ʻMany people were justifiably outraged by the offensive ad.’
　　　c. be beaten by

　　　ʻShe claimed she was beaten repeatedly by members of her partner's family and decided 

to escape from them at the first opportunity.’
　　　ʻHe was tied to a telegraph pole in a field on the outskirts of Cork City where he was 

repeatedly beaten by a gang of up to five men.’
　　　d. be bexed at / by

　　　ʻAnd his equanimity didn’t help matters, especially when she was vexed at him.’
　　　ʻHowever, many of us were vexed at our government and the souring relations with the 

States.’
　　　ʻShe gets increasingly vexed by Les who insists she say particularly silly things over 

the airwaves.’
　　　ʻAs a social activist, she was vexed by the invisibility of significant sections of the 

community - the homeless, the overweight and the elderly.’

５　まとめ

　本論文は、先行研究においてほとんど考察されてこなかった受動文分裂文を取り上
げ、アイルランド英語及びアイルランド英語との比較を通してその統語的特徴を分析
したものである。
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　まず第１節において、アイルランド語の受動文とそれに対応するアイルランド英語
の２種類の受動文を比較し、２種類の受動文の違いは「視点」という機能的情報を用
いることにより説明できることを論じた。
　次に第２節において、アイルランド語の受動構文とアイルランド英語の受動構文を
関連付ける統語的及び(意味役割を用いた)機能的メカニズム(しくみ)について提
案を行った。
　そして第３節において、アイルランド英語において have－ NP<theme>－ V-p.p.の
連鎖をもつ２種類の構文を比較検討し、その違いは主語がもつ意味役割の違いによる
ものであることを主張した。
　最後に第４節において、アイルランド英語に観察される ag + NPとアイルランド英
語に観察される by + NPの中間的特徴をもつ連鎖 at + NPを仮定し、アイルランド英
語の文献コーパスを用いてその妥当形を検証した。

注
１)Filppula(1999)が提示している以下の例において、主語がもつ意味役割は agentでもなく、locationで
もなく、experiencer(経験者)であると分析できる。

　　　I have it forgot.
　　　ʻI have forgotten it.’
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